
独
自
の
環
境
・
歴
史
・
文
化
が
育
て
た 

「
結
」へ
の
思
い

　

総
合
計
画
に
「
愛
称
」
を
付
け
る
例
が
最
近
増
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
愛
称
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
精

魂
込
め
て
策
定
し
た
総
合
計
画
に
託
す「
都
市
と
し
て

の
在
り
方
」「
目
指
す
方
向
性
」な
ど
が
生
き
生
き
と
感

じ
ら
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
大
津
市
の
ケ
ー
ス
は

そ
の
好
例
と
い
え
る
。

　

大
津
市
総
合
計
画
の
愛
称
は「
結（
ゆ
い
）プ
ラ
ン
」。

結
と
は
小
集
落
な
ど
小
規
模
の
自
治
単
位
内
に
お
い

て
、
近
代
以
前
に
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
た
「
共
同
作
業
」
制
度
の
一
つ
だ
。
例
え
ば
世
界
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
た
富
山
県
・
五
箇
山
や
岐
阜
県
・

白
川
郷
に
お
け
る
合
掌
造
り
の
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替

え
作
業
な
ど
が
、
そ
の
典
型
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

一
人
（
一
家
）
で
は
不
可
能
な
作
業
を
集
落
全
体
の

共
同
作
業
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
相
互
扶
助
精
神
が
、

自
然
発
生
的
に
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
結
の
仕
組
み

は
、
昭
和
前
半
期
ぐ
ら
い
ま
で
は
全
国
各
地
に
残
っ

て
い
た（
呼
称
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
）。

　

こ
の
結
の
仕
組
み
を
大
津
市
の
「
結
プ
ラ
ン
」
は
市

民
協
働
の
仕
組
み
に
な
ぞ
ら
え
る
と
と
も
に
、
総
合

計
画
の
遂
行
に
は
す
べ
て
の
立
場
の
人
々
に
よ
る
「
手

と
心
を
結
び
合
う
市
民
協
働
の
精
神
」が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
、
端
的
に
表
現
（
発
信
）
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
「
総
合
計
画
に
お
け
る
大
津
市
の
将
来
都
市
像
は

『
人
を
結
び
、
時
を
結
び
、
自
然
と
結
ば
れ
る　

結
の

湖
都　

大
津
』と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
都
市
像
に
は

ま
さ
に
わ
が
国
の
良
き
伝
統
で
あ
っ
た
『
結
』
を
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
け
と
と
ら
え
、
大
切
に
す
べ

き
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
結
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
力

や
価
値
を
高
め
、
輪
を
広
げ
、
地
域
が
新
た
な
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
力
に
し
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
目

信
大
津
市
長
で
あ
る
。

　

実
際
、
大
津
市
に
は
、
こ
の
「
結
」
の
伝
統
が
色
濃

い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
今
で
も
少
な
か
ら
ず
残
っ

て
い
る
。
琵
琶
湖
南
西
岸
沿
い
に
延
び
、
南
北
約
46

㎞
、
東
西
約
21
㎞

の
細
長
い
地
形
を

持
つ
大
津
市
は
、
琵
琶
湖

に
面
す
る
水
際
が
長
大
な
半
面
、
宅
地

が
７
％
、
農
地
が
８
％
、
山
林
そ
の
ほ
か
（
山
間

部
・
丘
陵
部
や
湖
岸
低
地
な
ど
）が
85
％
と
、
平
地（
耕

地
）面
積
が
非
常
に
小
さ
く
、
比
叡
山
・
比
良
連
峰
を

は
じ
め
と
し
て
山
林
部
分
が
多
い
。
さ
ら
に
、
地
形

や
気
象
条
件
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
分
、
中
心
部
以

外
の
地
域
は
独
自
の
生
活
文
化
を
備
え
た
小
集
落
が

多
か
っ
た
。
今
で
も
こ
の
小
集
落
の
中
に
は
、
か
つ

て
の
共
同
作
業
の
制
度
の
名
残
が
失
わ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
だ
。

　

つ
ま
り
「
結
プ
ラ
ン
」
の
愛
称
は
単
に
名
称
上
の
表

面
的
意
味
合
い
だ
け
で
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。

「
結
」
制
度
の
現
代
的
復
活
と
も
い
う
べ
き
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
の
三
者
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
へ
の
強
い
願
い
が
「
結
プ
ラ
ン
」
の
愛
称

に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

目

市
長
は
次
の
よ
う
に
言
葉
を
重
ね
る
。

　
「
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
だ
け

で
な
く
、
事
業
者
だ
け
で
も
な
い
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ

る
三
者
が
力
を
結
び
、
互
い
に
尊
重

し
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
し
、
協
力
し
合
え
る

三
者
協
働
の
精
神
が
、
特
に
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
さ
ら
に
１
千
年
を
は
る
か

に
超
え
る
歴
史
・
文
化
の
蓄
積
を
持

ち
、
琵
琶
湖
を
象
徴
と
す
る
独
自
の

自
然
環
境
を
持
つ
特
徴
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
市
に
ま
つ
わ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
す
べ
て
を
一
つ

の
輪
に
結
ん
で
新
た
な
力
の
糧
と
す
る
こ
と
が
、
21

世
紀
の
大
津
市
の
発
展
に
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
」

　

具
体
的
に
大
津
市
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み
で

市
民
側
の
活
動
事
例
を
代
表
す
る
の
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た「
ま
ち

づ
く
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
だ
。
市
民
活
動
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
対
象
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

を
公
募
し
、
内
容
が
適
当
と
思
わ
れ
る
事
業
に
対
し
、

市
か
ら
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
で
あ
る
。
平
成
21

年
度
ま
で
に
１
７
４
の
活
動
を
支
援
し
、
今
年
度
も

23
の
活
動
の
支
援
が
決
定
し
て
い
る
。
単
に
助
成
金

を
交
付
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
事
業
の
性
格
に
よ
っ

て
は
市
が
市
民
団
体
と
共
催
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
実
行
委
員
会
・
協
議
会
な
ど
に
参
加
し
た
り
、
あ

る
い
は
後
援
・
事
業
協
力
す
る
な
ど
、
当
該
事
業
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
形
態
で
取
り
組
み
を

行
う
き
め
の
細
か
さ
も
目
を
引
く
。

　

市
民
側
の
活
動
に
関
し
て
は
、
平
成
18
年
度
に
開

設
し
た
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
指
定
管
理
者
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
お
お
つ
市
民
協
働
ネ
ッ
ト
）
が
大
き
な
推
進

力
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
文
字
通

り
市
民
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
初
め
て
参

加
す
る
人
々
に
は
入
門
窓
口
の
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
行
政
側
も
平
成
19
年
度
に
市
民
協
働
推
進
室（
協

働
推
進
の
総
合
窓
口
）
を
設
置
し
た
ほ
か
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
庁
内
推
進
本
部
（
部
局
横
断
的
な
組
織

で
、
協
働
事
業
に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
実
施
）
を

設
置
。
市
民
や
事
業
者
と
の
よ
り
緊
密
で
効
果
的
な

協
働
の
推
進
体
制
を
絶
え
ず
模
索
・
整
備
す
る
努
力

を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
た
平
成
21
年
度
に
は
市
民
参
画
に
よ
る
「
協
働
の

ル
ー
ル
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
23
年
度
施
行
を
目

標
に
新
た
な「
協
働
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」に
取
り
組
む
な

ど
、
着
々
と
取
り
組
み
の
精
度
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

（滋賀県）

目
めかた

　信
まこと

大津市長

協
働
の
精
神「
結
」の
復
活
で
目
指
す

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

市 政 ル ポ 大
お お つ

津市

毎年35万人前後の観客が詰め掛ける、8月の風物詩「びわ湖大花火大会」

琵琶湖の水質保全に不可欠なヨシは琵琶湖独特の風景をも形成
（ヨシ刈りの模様）
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（滋賀県）

　
「
こ
の
よ
う
に
段
階
を
踏
ん
で
各
種
の
制
度
づ
く

り
、
環
境
や
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
は
お
り
ま
す

が
、
や
は
り
基
本
に
な
る
の
は
大
津
市
民
に
今
も
残

る
助
け
合
い
精
神
、
す
な
わ
ち
『
結
』
の
考
え
方
。
こ

の
原
点
を
忘
れ
ず
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
共
に『
住

み
続
け
た
い
ま
ち
大
津
』を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」（
目

市
長
）

大
津
市
独
自
の「
固
有
性
」を 

積
極
的
に
発
信
し
た
い

　

地
形
や
環
境
の
変
化
に
富
ん
だ
大
津
市
の
市
域
に

は
、
北
部
か
ら
南
部
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
満
遍
な
く
歴

史
的
遺
産
・
文
化
的
遺
産
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
最
北
部
か
ら
最
南
部
に
至
る
湖
岸
地
域
に

は
中
世
以
前
か
ら
の
湖
上
交
通
や
漁
業
で
に
ぎ
わ
っ

た
集
落
が
今
も
点
在
す
る
。
さ
ら
に
北
部
山
す
そ

に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
比
叡
山
延
暦

寺
（
７
８
８
年
創
建
の
天
台
宗
総
本
山
）
が
あ
る
。
比

叡
山
の
ふ
も
と
に
は
延
暦
寺
の
僧
坊
が
並
び
、
全
国

２
０
０
０
の
日
吉
・
日
枝
・
山
王
神
社
の
総
本
宮
日

吉
大
社
（
創
建
は
７
世
紀
以
前
）
の
あ
る
門
前
町
に
し

て
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
城
下
町
で
も
あ
る
坂
本
が

開
け
る
。

　

坂
本
か
ら
南
下
す
る
と
近
江
大
津
宮
（
天
智
天
皇

が
６
６
７
年
に
飛
鳥
岡
本
の
宮
か
ら
遷
都
）
跡
が
あ

る
。
市
域
中
心
部
近
く
に
は
三
井
寺（
正
式
に
は
園
城

寺
。
天
台
寺
門
宗
総
本
山
。
７
世
紀
に
創
建
後
、
９

世
紀
に
再
興
）
が
、
さ
ら
に
市
域
南
部
に
は
石
山
寺

（
７
４
７
年
創
建
、
東
寺
真
言
宗
）
が
あ
る
と
い
っ
た

具
合
だ
。
こ
れ
ら
の
歴
史
・
文
化
遺
産
は
１
千
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
が
、
さ
ら
に
中
世（
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
・
室
町
期
）、
近
世（
江
戸
時
代
）か
ら
近
代
に
至

る
文
化
遺
産
・
歴
史
遺
産
を
一
つ
一
つ
挙
げ
て
い
く

と
キ
リ
が
な
い
。
掛
け
値
な
し
の「
歴
史
・
文
化
の
宝

庫
」と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
目

市
長
は
、「
歴
史
・
文
化
遺
産
の
素
材
が

多
過
ぎ
て
、
こ
れ
ま
で
は
観
光
振
興
な
ど
の
面
か
ら

も
、
そ
れ
を
消
化
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」
と
苦
笑
す
る
。
そ
の
背
景

と
し
て
、
京
都
か
ら
10
分
（
車
で
も
電
車
で
も
）
で
来

ら
れ
る
地
理
的
環
境
と
と
も
に
、
大
津
の
歴
史
に
は

奈
良
・
京
都
の
歴
史
と
常
に
深
く
絡
み
合
っ
て
き
た

事
情
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
飛
鳥
か
ら
近
江
大

津
宮
へ
の
遷
都
が
６
６
７
年
な
ら
、
平
城
京
へ
の
遷

都
は
７
１
０
年
、
そ
の
数
十
年
後
に
平
安
京（
７
９
４

年
）
に
遷
都
さ
れ
て
い
る
例
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
。
こ

の
よ
う
な
事
情
は
大
阪
と
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
も
、
日
本
の
王
朝
政

治
が
生
ま
れ
育
ち
、
幕
末
期
に
至
る
ま
で
常
に
歴
史

の
表
舞
台
で
あ
り
続
け
た
近
畿
圏
の
歴
史
・
文
化
を

ざ
っ
と
体
感
し
に
来
る
修
学
旅
行
客
や
一
般
旅
行
客

に
対
し
、
京
都
・
奈
良
・
大
阪
と
比
較
し
た
上
で
大

津
市
の
独
自
性
を
分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

は
、
確
か
に
難
し
い
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に

説
明
抜
き
で
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
理
解
で
き
る

中
・
上
級
者
的
な
旅
行
者
に
は
、
奈
良
・
京
都
・
大

阪
と
も
ま
た
違
う
大
津
の
歩
み
は
た
ま
ら
な
い
魅
力

を
放
つ
。

　
「
い
わ
ゆ
る
歴
史
・
文
化
の『
通
』と
い
わ
れ
る
人
た

ち
に
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に
嬉
し

い
半
面
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
た
り
、
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
た
り
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
あ
ま
り
歴
史
に
詳
し
く
な
い
多
数

派
の
皆
さ
ん
で
す
（
笑
）。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、

世
界
文
化
遺
産
が
あ
り
、
古
都（
注
＝
平
成
15
年
に
全

国
10
番
目
の
古
都
指
定
）で
も
あ
る
と
い
う
大
津
市
の

固
有
性
、
琵
琶
湖
を
代
表
と
す
る
自
然
を
一
般
の
旅

行
者
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
明
快
な

テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
観
光
振
興
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
目

市
長
）

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
大
津
市
で
は
平
成
21
年
３

月
に「
び
わ
湖
大
津　

結
の
観
光
〜
交
流
が
喜
び
を
生

む
ま
ち
〜
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
大
津
市
観
光
交
流
基

本
計
画
」（
実
施
期
間
は
平
成
28
年
度
ま
で
）
を
策
定
。

22
年
３
月
に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
団
体
・
行
政
の

４
者
の
連
携
と
協
働
に
よ
る「
大
津
市
観
光
交
流
基
本

計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
（
テ
ー
マ
は

「
大
津　

お
も
て
な
し
と
び
わ
湖
と
水
の
物
語
」）。
今

後
は
琵
琶
湖
の
湖
上
交
通
が
日
本
の
命
運
を
握
っ
た

戦
国
時
代
の
大
津
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
ル
ー
ト
の

策
定
な
ど
「
物
語
を
感
じ
る
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
」
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

大
好
評
を
得
た
湖
岸
の 

に
ぎ
わ
い
拠
点
の
創
出

　

こ
の
大
津
市
に
お
け
る
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に

は
、
ほ
か
に
も
重
要
な
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
江

戸
時
代
の
町
家
な
ど
歴
史
的
な
町
並
み
が
残
る
中
心

市
街
地
の
整
備
・
活
性
化
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

　

大
津
市
中
心
部
の
町
家
に
は
、
旧
東
海
道
の
町
並

み
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
黒
壁
、
格
子
づ
く
り
の
外
観
、

間
口
が
狭
く
奥
行
き
が
広
い
つ
く
り
な
ど
、
江
戸
時
代

の
雰
囲
気
が
残
さ
れ
て
い
る
。
京
都
を
目
前
と
す
る
東

海
道
五
十
三
次
の
53
番
目
、
中
山
道
六
十
九
次
の
69

番
目
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
当
時
の
雰
囲
気
を
今
に

伝
え
る
町
家
が
多
い
。
街
道
沿
い
に
は
当
時
創
建
さ
れ

た
寺
院
も
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
街
道
を
外
れ

れ
ば
、
前
述
し
た
中
世
は
お
ろ
か
１
千
年
以
上
も
前
の

歴
史
遺
産
・
文
化
遺
産
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

大
津
市
の
町
並
み
に
見
ら
れ
る
こ
の「
古
都
」で
あ
る

と
同
時
に「
街
道
沿
い
の
都
市
」で
も
あ
る
と
い
う
特
質

は
、
す
べ
て
の
主
要
街
道
の「
到
達
点
」で
あ
る
京
都
と

は
決
定
的
に
違
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
現

在
も
湖
北
に
向
か
う
道
、
京
都
・
大
阪
に
向
か
う
道

な
ど
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
交
差
す
る
大
津
市
の
中
心
市

街
地
は
、
だ
か
ら
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
が
あ

る
。
そ
の
道
を
現
在
、
路
面
電
車
と
し
て
は
非
常
に
大

型
に
属
す
る
２
両
編
成
と
４
両
編
成
の
京
阪
電
車
が
１

日
中
行
き
交
っ
て
い
る
の
も
楽
し
い
。

　

そ
こ
で
大
津
市
で
は
、
こ
の
中
心
市
街
地
と
い
う

観
光
資
源
に
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ

大
津
駅
前
か
ら
京
阪
電
車
・
浜
大
津
駅
周
辺
、
さ
ら

に
そ
の
先
に
広
が
る
琵
琶
湖
・
大
津
港
周
辺
に
か
け

て
面
的
な
整
備
お
よ
び
に
ぎ
わ
い
再
生
・
創
出
を
目

標
に
掲
げ
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
「
①
Ｊ
Ｒ
駅
〜
港
を
結
ぶ
動
線
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」「
②

同
エ
リ
ア
に
あ
る
町
家
な
ど
の
活
用
に
よ
る
複
合
的

都
市
機
能
の
充
実
」「
③
琵
琶
湖
湖
岸
・
港
に
お
け
る

集
客
・
交
流
機
能
の
強
化
」な
ど
の
諸
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
で
、「
琵
琶
湖
や
町
家
な
ど
の
大
津
ら
し
い
資

産
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」と

い
う
。

　

大
津
市
に
お
け
る
都
市
の
再
生
・
に
ぎ
わ
い
の
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、
上
記
①
〜
③
の
諸
施
策

の
う
ち
、
琵
琶
湖
湖
岸
を
主
要
舞
台
に
す
る
③
の
施

策
が
最
も
進
ち
ょ
く
し
て
い
る
。
特
に
平
成
21
年
か

ら
22
年
に
か
け
て
完
成
し
た
、
次
の
３
つ
の
拠
点
施

総合計画「結プラン」の策定に参画した市民委員会の視察

かつて織田信長の焼き討ちにあった世界文化遺産「比叡山延暦寺」は今も大津の象徴
（根本中堂）京阪電車を使えば大津市から京都・大阪まではあっという間

延暦寺と日吉大社の門前町・坂本に残る穴太衆積みの堅固な石積み
（重要伝統的建造物群保存地区）
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設
の
整
備
は
、
琵
琶
湖
湖
岸
の
雰
囲
気
に
確
実
に
新

し
い
空
気
を
送
り
込
ん
だ
と
い
え
る
。

・「
な
ぎ
さ
の
テ
ラ
ス
」整
備

　

平
成
21
年
４
月
、
な
ぎ
さ
公
園
内
に
完
成
。
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
お
し
ゃ
れ
な
飲
食
店
舗
４

軒
が
並
ん
で
い
る
。

・「
湖
の
駅
」整
備

　

平
成
22
年
３
月
、
浜
大
津
ア
ー
カ
ス
内
に
オ
ー
プ
ン
。

湖
岸
の
観
光
拠
点
と
し
て
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。

・「
旧
大
津
公
会
堂
」整
備

　

平
成
22
年
４
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
歴

史
的
建
造
物
で
あ
る
旧
大
津
公
会
堂
は
か
つ
て
公
民

館
・
社
会
教
育
会
館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
大
津
が

１
階
・
地
下
１
階
に
飲
食
店
４
軒
を
誘
致
。
２
階
・

３
階
は
ホ
ー
ル
、
多
目
的
室
、
会
議
室
、
情
報
発
信

室
、
談
話
室
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

町
家
な
ど
の
活
用
を
目
指
す
②
の
施
策
に
つ
い
て

も
、
外
観
を
旧
東
海
道
沿
い
の
町
家
に
ふ
さ
わ
し
い

デ
ザ
イ
ン
で
修
景
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今

後
の
展
開
が
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　
「
中
で
も『
な
ぎ
さ
の
テ
ラ
ス
』は
大
好
評
で
、
年
間

７
万
人
の
集
客
を
目
標
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
１

年
目
は
13
万
人
も
の
方
々
が
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。『
湖
の
駅
』『
旧
大
津
公
会
堂
』
も
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
女
性
客
を
中
心
に
非
常
に
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
町
家
の
修
景
事
業
を
実
施

し
て
い
る
地
区
は
も
と
も
と
昔
な
が
ら
の
温
か
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
地
区
で
す
。
江
戸

時
代
か
ら
続
く
秋
の
大
津
祭
の
象
徴「
曳
山
が
似
合
う

ま
ち
な
み
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

宅
を
対
象
に
、
修
景
の
際
に
は
補
助
金
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」（
目

市
長
）

　

Ｊ
Ｒ
大
津
駅
に
向
か
う
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を

意
識
し
た
整
備
と
回
遊
性
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
湖

岸
と
旧
東
海
道
沿
い
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
が
よ
う
や
く

完
成
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
拠
点

の
今
後
の
動
向
を
調
査
・
分
析
の
上
、
じ
っ
く
り
取

り
組
む
べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
。

次
世
代
育
成
支
援
事
業
が
も
た
ら
す 

地
域
へ
の
期
待
と
関
心

　

東
京
首
都
圏
や
一
部
の
急
成
長
・
新
興
都
市
以
外

の
都
市
で
は
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。
特
に
歴
史
が
古
く
、
都
市
的
集

積
が
完
成
さ
れ
た
都
市
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
大
津
市
は
、
歴
史
の
古
さ
や

開
発
（
平
地
）
面
積
の
少
な
さ
と
は
裏
腹
に
、
微
増
な

が
ら
も
毎
年
少
し
ず
つ
人
口
を
増
や
し
続
け
て
い
る

珍
し
い
例
に
あ
た
る
。

　
「
一
つ
に
は
京
都
・
大
阪
か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
に

よ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
な
理
由
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
人
口
が
増
え
て
い
る

都
市
は
お
お
む
ね
若
年
層
の
方
た
ち
の
移
住
が
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
津
市
の
場

合
に
は
中
高
年
世
代
の
移
住
が
比
較
的
多
い
。
こ
れ

は
交
通
面
で
の
利
便
性
に
加
え
、
や
は
り
多
彩
な
自

然
環
境
、
琵
琶
湖
の
景
観
、
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ

た
落
ち
着
き
の
あ
る
雰
囲
気
な
ど
が
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
は
、

若
年
層
の
移
住
が
少
な
い
か
と
い
う
と
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
福

祉
施
策
に
大
津
市
は
か
な
り
の
自
負
・
自
信
を
持
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
効
果
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
目

市
長
）

　

大
津
市
の
子
育
て
支
援
は
実
際
、
か
な
り
充
実
し

て
い
る
。
例
え
ば
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
策
と
し

て
は
民
間
保
育
所
の
整
備
支
援
に
よ
る
６
６
０
人
の

定
員
増
加
を
５
年
間
で
達
成
す
る
見
込
み
だ（
今
年
度

は
そ
の
う
ち
３
０
０
人
定
員
増
）。
さ
ら
に
、
家
庭
的

保
育
（
保
育
マ
マ
）
事
業
は
平
成
22
年
４
月
、
滋
賀
県

で
は
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
な
が
ら
も
、
仕

事
な
ど
の
た
め
に
保
育
後
の
預
か
り
保
育
を
希
望
す

る
親
の
願
い
に
応
え
る
た
め
、
公
立
幼
稚
園
で
の
預
か

り
保
育
拡
充
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
助
産
師
や
保
健
師
な
ど
が
生
後
１
カ

月
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る
新
生

児
訪
問
や
保
育
士
と
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
が
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
を
訪

問
す
る
全
戸
訪
問
事
業
、
各
種
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
大
津
市
で
は
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
大
切
に
す
る
環
境
づ
く
り
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
な
ど
の
実
現
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
取
材
で
は
市
内
６
カ
所
の
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
の
う
ち
最
大
規
模
の
「
大
津
市

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

ゆ
め
っ
こ
」
を
訪
問
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
子
育
て
相
談
、
友
人
と
の
集
い
、

息
抜
き
、
講
座
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
つ

親
子
が
１
日
平
均
３
０
０
人
利
用
し
て
お
り
、
写
真

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
活
況
ぶ
り
が
非
常

に
印
象
的
だ
っ
た
。

　
「
大
津
市
は
平
地
面
積
が
狭
い
た
め
、
工
場
誘
致
・

企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
開
発
が
し

に
く
い
土
地
柄
で
す
。
し
か
し
、
自
然
や
文
化
な
ど
の

面
で
の
環
境
の
良
さ
に
加
え
て
病
院
も
多
く
立
地
す
る

な
ど
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
子
育
て
の
し
や
す
さ
に
つ
い

て
は
各
方
面
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
約
75
％
が
こ
れ
か
ら
も
大
津
な
い
し
滋

賀
県
に
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
意
識
調
査
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
」（
目

市
長
）

　

こ
れ
は
逆
に
市
民
に
よ
る
地
域
行
政
へ
の
関
心
度

の
高
さ
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
地
域
愛

に
裏
付
け
ら
れ
た
協
働
精
神
を
基
本
と
す
る「
結
プ
ラ

ン
」
に
は
、
市
民
に
よ
る
地
域
へ
の
関
心
の
高
さ
が
不

可
欠
だ
。
そ
れ
だ
け
に
今
後
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

の
断
行
と
と
も
に「
市
民
の
期
待
の
高
さ
に
見
合
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫
を
常
に
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
目

市
長
）
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

現
代
の
社
会
的
環
境
に
お
い
て
そ
れ
を
遂
行
す
る
の

は
実
際
、
非
常
な
困
難
を
伴
う
。
だ
が
１
千
年
以
上

も
の
歴
史
的
・
文
化
的
蓄
積
の
上
に
立
つ
大
津
市
の

こ
と
、
付
け
焼
き
刃
で
な
い
、
自
前
の
結
の
精
神
に

の
っ
と
っ
た
、
三
者
協
働
に
よ
る「
本
物
の
協
働
精
神
」

を
も
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
に
違
い
な
い
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤
隆
）

からくり付きの13基もの曳山がまち中を巡行する「大津祭」は毎年10月に開催

毎日大勢の親子が集う、子育て総合支援センター「ゆめっこ」

大津市の観光キャラクターを
務めるゆるキャラ「おおつ光
ルくん」

旧東海道の香り豊かな町家を復活させる修景事業でよみ
がえった花屋さん

湖岸にレストラン・カフェが並ぶ「なぎさのテラス」は初年度13万人が利用した
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